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1. 平成28年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成27年４月１日～平成28年３月31日)

１株当たり当期純利益

　円　　銭

15.35

6.14

53.36

修正の理由

2.

　なお、配当は期末配当として年５円を予定しており、変更はありません。

以上
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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ

　最近の業績の動向を踏まえ、平成27年５月８日に公表しました平成28年３月期の通期連結業績予想を下記の
とおり修正いたします。また、併せて特別損失の計上につきましてお知らせいたします。

記

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円

　前 回 発 表 予 想 (A) 51,800 1,200 1,000 500

　今 回 修 正 予 想 (B) 53,300 2,100 1,900 200

　増 減 額　(B－A) 1,500 900 900 △ 300

　増 減 率　(％) 2.9 75.0 90.0 △ 60.0

　（ご参考）前期実績
　（平成27年３月期）

48,706 2,270 2,189 1,738

　売上高は、造船事業・陸上事業での増収により前回予想を若干上回る見込みです。損益面では、新
造船における原材料費の低減と、改修船・修繕船事業及びプラント事業の増益、及び陸上事業で化
粧品製造用機械装置をはじめとして国内事業の好調が寄与したこと等により営業利益は900百万円、
経常利益は900百万円それぞれ増加する見込みです。親会社株主に帰属する当期純利益は別記の
特別損失を計上した結果、前回予想より300百万円減少する見込みです。

特別損失の計上

　なお、連結業績には影響しませんが、個別決算において上記豪州観覧車事業の減損に伴い、子会
社株式評価損1,406百万円を特別損失に計上する見込みです。

　造船事業において老朽化した設備の更新に伴う固定資産撤去費用引当金284百万円を計上する見
込みです。またレジャー事業の内、豪州観覧車事業の今後の収益性を評価し直し、固定資産の減損
損失1,325百万円を特別損失に計上する見込みです。

※　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は
今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。


